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　行政と民意（職人）の橋
渡しを行うと共に、職人の
業界内での地位向上及び
個々の技能向上を目的とし
た全体的なサポートを行

う、大阪で唯一のジュエリー組合であ
る大阪ジュエリー工芸協同組合の「第
58回新年会」が、天王寺区にある料亭 
天王殿で開かれた。
　山内秀夫理事長は「世の中の変化
を感じ、アフターコロナへの対応も耳に
している。組合としては組織改革に力を
いれ、透明性を出していく。理事長の私
だけが率いていくのではなく、全員が
意見を出し合い運営していく組合にし
ていきたい。基本的には、広く情報の共
有化を図り、IT技術の活用を念頭に置
いている。活発な組合運営から業界を
元気にしていきたい」と協力を呼びか
け、代表挨拶にかえた。
　来賓挨拶では、前衆議院議員で自
由民主党の左藤章氏が「インバウンド
が戻って来た時には、日本のものづくり

の信頼は抜群です。時代にあったデザ
インと、技術でトップをいっている大阪
地域の利点を生かし、希望を持って仕
事に励んでいただきたい」と述べた。
　来賓紹介の後に続き、大阪府優秀
技能者表彰「なにわの名工」の表彰式
が行われ、貴金属細工加工工部門で
受賞した、1級貴金属装身具制作技能
士である池田香織さん（所属：アトリエ
いけだ）に表彰状などが手渡された。

　続いて、主催する「第19回大阪ジュ
エリーデザインコンテスト」の表彰式が
行われた。
　一般社団法人大阪府技能士会連
合会会長による乾杯の掛け声で、懇親
に入った。その後、料亭の味を堪能し、
余興を楽しんだ。時間となり、中締めで
お開きとなった。

　GIA（米国宝石学会）は、合成（ラボ
ラトリーグロウン）ダイヤモンドドシエ
レポート（以下LGDRドシエ）の料金を
引き下げることを発表した。
　新料金形態において発行される
LGDRドシエは、合成方法や合成後の
処理についての記載を含まないことに
より、サービスの料金を引き下げる。ダ
イヤモンドの4C評価すべてについて
は、従来どおり記載される。
　市場ニーズの変化ならびに、消費者
や小売業者が合成方法や合成後の処
理情報の記載を必要としないケースを
反映したもの。グレーディングプロセス
から複雑なステップを取り除くことで、
LGDRドシエをより低料金で提供する
ことが可能になった。
　新料金形態は、0.15ctから上限
3.99ctまでのLGDRドシエ発行に適
用される予定。例えば、1ctのLGDRド
シエの場合、従来の85米ドルから55
米ドル（日本円 8,360円：2023年1月
1日現在）に改定される。
　今回、LGDRドシエへ記載する情報
を限定し料金を引き下げる一方、合成
方法や合成後の処理、クラリティに関
するプロット図の情報をレポートに記
載したい場合には、GIA合成（ラボラト
リーグロウン）ダイヤモンドレポート（ド
シエではないバージョン）を選択する
ことにより、今までと同じく完全な品質
評価・クラリティに関するプロット図・
合成方法と合成後の処理について記
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従来より低料金のデジタルドシエ発行
GIAが合成ラボに対し

載することが可能。このサービスは、
0.15ct以上のDからZの合成ダイヤモ
ンドのルースを対象とする。

　㈱ムラキが取り扱うイタリアンジュエ
リーブランド「ロベルトコイン」は、作りと
素材の良さを基本に、ファッションやラ
イフスタイルを踏まえた、高品質でトレ
ンドライクなゴールド、ダイヤモンド、カ
ラーストーンジュエリーを制作し、欧米・
アジアの一流百貨店や小売店など、60
カ国1,000店舗で展開されている。
　2月1日～14日までは、初めて日本橋
高島屋S.C.にて、「ROBERTO COIN
フェア」が開催される。洗練された世界
観と美しいジュエリーを堪能できる。

ロベルトコインの世界観を
日本橋高島屋のフェアで堪能

　今年も冬のＩＪＴに行っ
てきました。前回に比べて
来場者は増加しているよう
に感じ、活気が少しずつ
戻ってきたように思います。
　しかし、新しい出展業者
や話題の商品などは相変
わらず少なく展示会のマ
ンネリ化は止まらないよう
です。
　私が会場を回る中で新
鮮な話題だったのは、７月
に開催される消費者向け
の展示会「TOKYO JEW-
ELY FES」の話題です。

　この展示会がどのように告知さ
れ、どのような会社が出展されて、
どのような商品・価格で出展する
のかという話でした。
　私はIJTに何度か出展を経験す
る中で、かなりの数のユーザーが
来場していたのは言うまでもなく
知っており、出展社側もそれが暗
黙の了解であった事実があるのも
知っています。建前では商売をし
ないと言っていてもインフルエン
サーは一般ユーザーに近い人も
多く、数年前からはライブ販売の
コーナーまでもが出来ていて、ブー
スの中でライブ販売がされている
のをよく見れば、IJTは誰の為にあ
るのかと考えさせられてきました。
　しかし、この７月開催のイベント
はメーカーの出展もOKなので実
質小売業は消滅の危機に瀕して
いるのは間違いないでしょう。
　私の会社は御徒町にあり、プラ
イスも安く値付けしているので、こ
の7月のイベントは非常にありがた
いと感じているのですが、展示会
を主としている小売店や地方にし
かない小売店は大打撃を感じる
に違いないでしょう。
　今でも知る人ぞ知る「御徒町は
宝石が安い」という概念が多くの
人に知れ渡ってしまうのはもはや
時間の問題です。
　以前は顧客を多く持っていた小
売業が非常に力が強く、メーカー
も色々協力をしてきたはずですが、
高齢者の顧客ばかりになり商品も

仕入れられなくなった小売業はこ
の業界の末路のように感じます。
　ブライダルジュエリーも同様で、
以前はブライダルに特化した会社
の売上が好調であったが近年は
IJTへの出展はブライダル商品が
少なくなっているのです。
　少子化もあり毎年２％ずつ婚姻
数が減少していることは理解でき
ますが、卸業をするブライダルブラ
ンドの力がだんだんなくなってい
るようにも感じてしまうのです。
　昨年の地金の高騰、そしてダイヤ
モンドや工賃までもが高騰する中
で、上代が高くなったことにより今
後のことも踏まえて私はメーカー
様と話し合う場所を設けました。
　ほとんどの会社は売上が厳し
く、現状維持するのがやっとという
印象でした。ブライダルのビジネス
はサンプル販売でその会社が継
続されなかったら・・・と思うと今の
うちに売れていないメーカー様と
話をしていかないと返品もできなく
なってしまうと考え、弊社で数字
が上がっていないメーカー様に返
品の話をするとやはり返品はとれ
ないという答えが返ってきました。
　
　今後のことを考えていくなら技
術的に他に真似ができないような
ブランドは生き残れると思います。
しかし、世界観だけを作った商品
を仕入れていくのは難しいと思い
ます。また、ヨーロッパのブランドも
為替の関係もあり不安材料が多
いです。そのことを踏まえ考えるな
らば、自社開発の道しかないよう
にも考えています。
　ジュエリーもブライダルも小売
業を取り巻く環境が決して良くは
ないです。力がないところは当たり
前のように淘汰されていきますが、
現状を壊さない限り状況は変わら
ないのです。そのためには新しい
ジュエリー団体が必要であり、新
しいリーダーが必要ではないで
しょうか？
　今のジュエリー団体に何を求め
られるのか考えてみても答えはな
いからです。
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『石部イズム～御徒町編～』連載
コラム

㈱G・T・B・T 代表取締役社長 石部高史　一般社団法人日本ジュエリー協会
（JJA）の「新年賀詞交歓会」が3年振
りに1月18日、上野精養軒で開催され、
ジュエリー議員連盟をはじめ服部征夫
台東区区長、業界関係者などの来賓、
会員企業と150名弱が集い新春を
祝った。
　小山藤太会長は「物流の滞り、原材
料の高騰、さらに円安と2022年は逆風
となったが、いっぽうで真珠の輸出は円
安で追い風となった」と昨年を振り返っ
たが、今年はJJAの基本方針である「消
費者信頼の向上策充実」、「人材育成
の強化」、「国内活性化策の充実」の3
本柱を推進し、市場環境の改善に貢献
するとした。さらに「ブライダルに特化し
た天然ダイヤモンドの普及活動に加え、
半円真珠から130年を迎え、6月には天
皇陛下の30周年が重なる今年はパー
ルイヤーとなることから、日本真珠振興

会と連携し、市
場を盛り上げて
いきたい」と期
待を込めた。
　来賓挨拶には、ジュエリー議員連盟
顧問の山東昭子氏、会長の野田聖子
氏、幹事長の丸川珠代氏、事務局長の
辻清人氏が登壇した。
　山東顧問は「日本に宝石を褒める文
化があまりにもない。外国では褒めち
ぎる。奥様の宝石を褒めることはそれ
を買った旦那を褒めることにもなる。男
性のカフスなども褒めれば、みんな笑
顔になる。価値ある本物を目指して欲
しい」などと話した。
　野田会長は「最近不動産がバブルを
超えるほど活況を呈している。すでに不
動産はグローバル市場に入った。宝石
は不動産とは違い持ち運べるもので、
たくさんの人が少しでもジュエリーを身

に着けることが
広がりにつなが
る」と話した。
　なお、東京都
知事の小池百合
子氏からはビデ
オメッセージが
届いた。
　乾杯は、イン
フォーママー
ケッツジャパン
㈱ ク リ ス ト
ファー・イブ社長
が「色んな変化
があったが、小
山リーダーを中

心にJJAが色んな課
題を乗り越えた。ま
た変わっていないの
は日本の信頼。今年
が良い年になるよう
に」との発声で懇談
に入った。
　歓談の途中で
は、2021年度JC検
定1級合格者（写
真：下）、第7回JC
接客コンテストファ
イナリスト（写真：
上・右）、技能五輪
全国大会入賞者
（写真：上・左）、
ジュエリーデザイン
アワード2021入賞
者（写真：中）の表
彰式が行われた。
　中締めは、望月直
樹副会長が三本締
めで締めてお開きと
なった。

議員連盟が身に着けてと応援
3年ぶりにJJAが新年会
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